
函館工業高等専門学校 基準１ 

Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 

函館工業高等専門学校（以下「本校」という。）学則第１章第１条にて本校の目的を明確に設定し

(資料１－１－①－１)，「汝が夢を持て」，「大志を抱け」，「力強かれ」を校訓として掲げ，「技

術者に必要な実践的かつ専門的な知識および技術を有する創造的な人材を育成する」という明確な学

校の教育目的を設定している。この学校の教育目的を達成すべく，あらゆる分野で活躍できる技術者

を育成できるように，養成しようとする人材像として６つの教育目標を分かり易く定めている(資料

１－１－①－２)。それに基づき，準学士課程５学科を卒業することによって身に付ける学力や資質

・能力が，各専門学科の教育目標として明確に定められている(資料１－１－①－３)。一方，専攻科

課程においては，本校の教育目標(資料１－１－①－２)を達成すべく，専攻科課程を修了することに

よって身に付ける学力や能力・資質を各専攻の教育目的(資料１－１－①－４)として定め，具体的な

専攻科課程の教育目標を，本校のJABEE基準に対応した教育プログラム：「複合型システム工学」教

育プログラムの学習・教育目標(資料１－１－①－５)として，準学士課程との違いを明確にして定め

られている。 

また，本校が北海道道南地域に存在する唯一の総合的な技術系高等教育機関であることから，独立

行政法人国立高等専門学校機構法に則り地域貢献の重要性を認識し，学校の教育目的に「実践的研究

の水準向上に努め，道南地域唯一の総合的な技術系高等教育機関として均衡ある発展を図る」と具体

的に定めている。 

 

資料１－１－①－１ 「函館工業高等専門学校 学則」（抜粋） 

函館工業高等専門学校学則 

昭和 37 年 4 月 1 日制定 

第 1 章 本校の目的 

(目的) 

第1条 本校は，教育基本法の精神にのつとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に

必要な能力を育成することを目的とする。 

***(省略)*** 

(出典 規程集 http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-syomu/reiki_int/reiki_honbun/au05700011.html)
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資料１－１－①－２ 「校訓・教育目的・教育目標」 

本校は，「汝が夢を持て 大志を抱け 力強かれ」を校訓に掲げ，本科５年間あるいは専攻科２年間を加え

た７年間の一貫した教育プログラムのもとで，我国の技術立国を支える創造力と実行力を持った実践的技術者

の育成を目指しています。 

本校は以下の教育目的のもとに学校運営をしています。 

 

 

 技術者に必要な実践的かつ専門的な知識および技術を有する創造的な人材を育成すると

ともに，実践的研究の水準向上に努め，道南地域唯一の総合的な技術系高等教育機関とし

て均衡ある発展を図る 

 本校は優れた技術者を育成する一方，技術相談や共同研究を通じて，地域社会や地域企業の発展に貢献したい

と考えています。本校は，実践的な技術者育成と地域に根ざした学校という特徴を生かして，大学とは異なる高

等教育機関を目指します。本校は，地域，日本，世界のあらゆる分野で活躍するためには，以下の能力を備えた

技術者が必要と考え，その育成を教育目標としています。 

・ 創造力と実行力を持った技術者 

・ 専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

・ 情報技術を活用できる技術者 

・ 社会の歴史や文化，技術者倫理を理解して行動できる技術者 

・ 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

・ 問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

(出典 平成 18 年度 学校要覧 p.1)
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資料１－１－①－３ 「各学科の教育目標」 

【函館高専教育目標】 

(A) 創造力と実行力を持った技術者 

(B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(C) 情報技術を活用できる技術者 

(D) 社会の歴史や文化、技術者倫理を理解して行動できる技術者 

(E) 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

(F) 問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

 

【機械工学科】 

1 
自主的に健康維持，増進を図ることができるとともに，集団の中での役割や責任を理解し，豊かな創造力でものづくりを

実践できる技術者 

2 
数学，自然科学および機械工学の主要分野（材料と機械の力学，エネルギーと流れ，情報と制御，加工と生産）に関す

る基礎知識を持ち，それを活用することができる技術者 

3 
機械設計，製造，計測制御，解析およびネットワークなど，専門技術に関する基礎知識を基にコンピュータを活用するこ

とができる技術者 

4 地球的視野で，歴史，文化，地理，政治，経済に関する教養を持ち，倫理を理解して行動できる技術者 

5 
自分の考えを論理的な文書にまとめ，成果をプレゼンテーションできるとともに，基礎的な英語コミュニケーションができ

る技術者 

6 基礎技術に関する知識を総合的に活用し，システムの設計や問題解決に応用できる技術者 

 

【電気電子工学科】 

1 自ら考えたり議論したりすることでアイデアを創出し、ものづくりや調査研究などを計画的に遂行できる技術者 

2 各種スポーツの実践を通して心身の健康の維持・増進を図ることができる技術者 

3 数学、自然科学および電気電子工学に関する基礎的な知識や技術を持った技術者 

4 
情報処理の基礎技術を理解し、電気電子工学分野における技術的な問題解決や成果報告に役立てることができる技

術者 

5 国際的視野に立って歴史、文化、地理、政治・経済などを理解できる技術者 

6 人間社会や地球環境に配慮した倫理を理解できる技術者 

7 自分の考えおよび技術的な成果を文書や口頭で発表し、説明することができる技術者 

8 基礎的な英語コミュニケーションができる技術者 

9 電気電子工学分野の技術的な課題を解決するために、適正な方法を選択あるいは創造できる技術者 

 

【情報工学科】 

1 
情報工学分野の実験実習を通して新たな実験やシステム設計・開発などを、自ら企画・立案・実現できる創造力豊かな

技術者で、かつ自主的に健康維持・増進を図るとともに、集団の中での役割や責任を理解し行動できる技術者。 

2 数学，自然科学および情報工学の基礎知識を有し、それを様々な場面で活用できる技術者 

3 
情報工学分野において専門技術に関する基礎知識を基に、コンピュータを活用した設計・開発やデータ処理ができる

技術者 

4 
地球的視野に立ち，歴史・文化・地理・政治・経済に関する教養を持ち，倫理を理解して技術を適用することができる技

術者 

5 
自分の考えを論理的な文書にまとめ，技術成果をプレゼンテーションできるとともに，基礎的な英語コミュニケーション能

力を持った技術者 

6 
システムを構成する技術についての基礎知識を持ち，その知識を有機的に結合して新たなシステムの設計・構築やそれ

を問題解決のために応用できる技術者 

 

【物質工学科】 

1 集団の中での役割や責任を理解し、豊かな創造力で物質工学科の分野の、ものづくりを実践できる技術者 

2 数学、自然科学および物質工学の主要分野に関する基礎知識を有し、それを活用できる技術者 

3 物質工学の専門分野にコンピュータを活用することができる技術者 

4 
地球的視野に立ち、歴史・文化・地理・政治・経済に関する教養を持ち、倫理を理解して技術を適用することができる技

術者 

5 
自分の考えを論理的な文書にまとめ、技術成果をプレゼンテーションできると共に、基礎的な英語コミュニケーション能

力を持った技術者 

6 システムを構成する要素技術についての知識を持ち、その知識をシステムの設計・問題解決のために応用できる技術者
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【環境都市工学科】 

1 チームの一員としての役割と責任を理解して自主的・継続的に行動できる技術者 

2 数学，自然科学や土木・環境技術などの環境都市工学に関する基礎的な知識を持ち，それを活用できる技術者 

3 
設計製図や卒業研究などの環境都市工学に関する技術にコンピュータを活用でき，情報処理の基本技術について理

解している技術者 

4 
国際社会の歴史，文化，地理，政治・経済などについて理解した上で，環境都市工学の果たす役割や自然に及ぼす影

響を認識して，地域社会の発展に貢献するなど，技術者としての倫理と責任を自覚して行動できる技術者 

5 
自分の考えを論理的な文章にまとめ，成果をプレゼンテーションできるとともに，基礎的な英語コミュニケーションができ

る技術者 

6 
卒業研究や設計製図，創成科目を通じて，問題解決に向かって総合的な知識を動員し，関連技術を組み合わせること

で具体的な結果の方向を見出すことができる技術者 

(出典 平成 19 年 3 月 16 日 教員会議資料 資料 No.5-4)

その他に，同様の内容が各学科のシラバスに記載されているが省略する。 

 

資料１－１－①－４ 「専攻科課程各専攻の教育目的」 

1) 生産システム工学専攻 

生産システム工学専攻では，主として機械工学科，電気電子工学科および情報工学科を卒業した学生を対象

に，高専の５年間の教育で修得した基礎知識を基盤として，プレゼンテーションや英語によるコミュニケーショ

ンの能力を高め，生産システムに不可欠な機械工学技術，電気電子工学技術，情報処理技術の専門性を深めるこ

と,さらにこれらの専門技術を複合させるとともに，PBL 実験やインターンシップ，特別研究などを通して実践

力や解析能力を養うことによって，ロボットや情報通信システム，エネルギーシステム等の開発・設計・製造な

どに活かす力を備えた実践的技術者を育成することを教育目的とする。 

2) 環境システム工学専攻 

環境システム工学専攻では，主として物質工学科および環境都市工学科を卒業した学生を対象に，高専の５年

間の教育で修得した基礎知識を基盤として，プレゼンテーションや英語によるコミュニケーションの能力を高

め，環境システムに不可欠な土木・環境工学技術，化学・生物工学技術の専門性を深めること,さらにこれらの

専門技術を複合させるとともに，PBL 実験やインターンシップ，特別研究などを通して実践力や解析能力を養う

ことによって，材料の開発や，社会基盤，リサイクルシステム等の計画・設計・施工などに活かす力を備えた実

践的技術者を育成することを教育目的とする。 

(出典 平成 19 年４月 16 日 運営委員会 資料３)
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資料１－１－①－５ 「複合型システム工学」教育プログラムの学習・教育目標 

(A) 創造力と実行力を持った技術者 

(A-1) 自ら仕事を計画して継続的に実行し、まとめ上げることができる。 

(A-2) チームの一員としての役割と責任を理解して自主的に行動できる。 

(A-3) ものづくりのための創意工夫をすることができる。 

(B) 専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

(B-1) 数学および物理や化学、生物などの自然科学の基礎知識を持っている。 

(B-2) 専門分野における工業技術を理解するための基礎知識を持っている。 

(B-3) 実験や実習、演習を通して専門分野の実践的な基礎技術を身につけている。  

(C) 情報技術を活用できる技術者 

(C-1) 情報処理を行うためのハードウエアやソフトウエアの基礎技術について理解している。 

(C-2) コンピュータを用いてデータの計算処理やグラフ化を行うことができる。 

(C-3) コンピュータを設計や製図作業に活用することができる。 

(C-4) 情報の収集、整理およびプレゼンテーションに、コンピュータなどの情報技術を用いることができ

る。 

(D) 社会の歴史や文化、技術者倫理を理解して行動できる技術者 

(D-1) 国際社会の多様な歴史的背景や文化的価値観を理解できる。 

(D-2) 科学技術が人間や社会、自然環境および未来の世代に与える影響を理解し、技術者の役割と責任を

説明できる。 

(D-3) 産業に関する地域との連携を通して、社会に貢献することの意義を理解している。  

(E) 多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

(E-1) 技術的課題について自分の考えをまとめ、他者と討論できる。 

(E-2) 技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる。 

(E-3) 技術的成果を的確にプレゼンテーションすることができる。 

(E-4) 国際的なコミュニケーションを行うための基礎的な英語理解力および表現力を持っている。  

(F) 問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

(F-1) システムを構成する要素技術についての知識を持ち、その知識をシステムの組み上げに応用でき

る。 

(F-2) 問題解決のために複数の解決手法を考案し、それらを評価してその中から最適な解決策を示すこと

ができる。 

(F-3) 複数の分野の専門技術を組み合わせて、要求性能を満たすシステムを作り上げることができる。 

 

※ 本プログラムで学習するシステムとは，ある目的のために複数の要素技術によって構成されたものを意味

し，複合型システムとは，複数の専門分野の要素技術の組み合わせで構成されたシステムを想定していま

す。またここでのデザインとは，目的のシステムに対して，要求を分析し，その要求を満たすために備える

べき最適な機能や形状を決定し，要素技術を組み合わせて作り上げるための具体的な手段を見出すこと，さ

らにはその製作までの計画を立てることを意味します。 

(出典 平成 18 年度学校要覧，p.25)
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（分析結果とその根拠理由） 

明確な教育理念に基づいて，これからの産業社会における技術者として必要な条件を分かり易く提

示し，そのような技術者を育成するための学校として６つの教育目標が定められている。また，この

教育目標に基づいて，準学士課程５学科ならびに専攻科課程２専攻の教育目標がその違いを明確にし

て定められている。また，本校が北海道道南地域に存在する唯一の総合的な技術系高等教育機関であ

ることから，地域貢献の重要性を認識し，学校の教育目的に「実践的研究の水準向上に努め，道南地

域唯一の総合的な技術系高等教育機関として均衡ある発展を図る」と具体的に定めている。 

以上のことから，本校は高等専門学校としての目的を明確に定めているといえる。 
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観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況） 

観点１－１－①であげた本校の目的および本校の教育目的は，高等専門学校創設の趣旨である「実

践的技術者を養成する高等教育機関」という責務及び学校教育法上の高等専門学校の目的を踏まえて

策定されたものである。また，学校教育法第70条の２には，「深く専門の学芸を教授し，職業に必
要な能力を育成する」という二つの具体的な目的があるが，本校の目的ならびに本校の教育目的を達

成すべく設定された学校の教育目標ならびに準学士課程５専門学科ならびに専攻科課程の教育目標は，

これらとの関連を明確にして策定されている。その対応関係は次の通りである(資料１－１－②－１)。 

 

資料１－１－②－１ 学校教育法第７０条の２の目的と本校の教育目標等との対応 

「 「深く専門の学芸を教授し」に対応 職業に必要な能力を育成」に対応 
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F) 問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 

[

・

[

・

団

り

・

ど

す

・

養

・

シ

が

・

や

機械工学科の教育目標]のうち， 

 数学，自然科学および機械工学の主要

分野（材料と機械の力学，エネルギー

と流れ，情報と制御，加工と生産）に

関する基礎知識を持ち，それを活用す

ることができる技術者 

機械工学科の教育目標]のうち， 

 自主的に健康維持，増進を図ることができるとともに，集

の中での役割や責任を理解し，豊かな創造力でものづく

を実践できる技術者 

 機械設計，製造，計測制御，解析およびネットワークな

，専門技術に関する基礎知識を基にコンピュータを活用

ることができる技術者 

 地球的視野で，歴史，文化，地理，政治，経済に関する教

を持ち，倫理を理解して行動できる技術者 

 自分の考えを論理的な文書にまとめ，成果をプレゼンテー

ョンできるとともに，基礎的な英語コミュニケーション

できる技術者 

 基礎技術に関する知識を総合的に活用し，システムの設計

問題解決に応用できる技術者 

[

・

[

・

の

・

る

・

技

者

・

理

・

・

明

・

・

な

電気電子工学科の教育目標]のうち， 

 数学、自然科学および電気電子工学に

関する基礎的な知識や技術を持った技

術者 

電気電子工学科の教育目標]のうち， 

 自ら考えたり議論したりすることでアイデアを創出し、も

づくりや調査研究などを計画的に遂行できる技術者 

 各種スポーツの実践を通して心身の健康の維持・増進を図

ことができる技術者 

 情報処理の基礎技術を理解し、電気電子工学分野における

術的な問題解決や成果報告に役立てることができる技術

 

 国際的視野に立って歴史、文化、地理、政治・経済などを

解できる技術者 

 人間社会や地球環境に配慮した倫理を理解できる技術者 

 自分の考えおよび技術的な成果を文書や口頭で発表し、説

することができる技術者 

 基礎的な英語コミュニケーションができる技術者 

 電気電子工学分野の技術的な課題を解決するために、適正

方法を選択あるいは創造できる技術者 

[

・

[

・

計

な

情報工学科の教育目標]のうち， 

 数学，自然科学および情報工学の基礎

知識を有し、それを様々な場面で活用

できる技術者 

情報工学科の教育目標]のうち， 

 情報工学分野の実験実習を通して新たな実験やシステム設

・開発などを、自ら企画・立案・実現できる創造力豊か

技術者で、かつ自主的に健康維持・増進を図るととも
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に

・

コ

技

・

る

る

・

テ

ョ

・

知

れ

、集団の中での役割や責任を理解し行動できる技術者 

 情報工学分野において専門技術に関する基礎知識を基に、

ンピュータを活用した設計・開発やデータ処理ができる

術者 

 地球的視野に立ち，歴史・文化・地理・政治・経済に関す

教養を持ち，倫理を理解して技術を適用することができ

技術者 

 自分の考えを論理的な文書にまとめ，技術成果をプレゼン

ーションできるとともに，基礎的な英語コミュニケーシ

ン能力を持った技術者 

 システムを構成する技術についての基礎知識を持ち，その

識を有機的に結合して新たなシステムの設計・構築やそ

を問題解決のために応用できる技術者 

[

・

[

・

学

・

る

・

る

る

・

テ

ン

・

知

者

物質工学科の教育目標]のうち， 

 数学、自然科学および物質工学の主要

分野に関する基礎知識を有し、それを

活用できる技術者 

物質工学科の教育目標]のうち， 

 集団の中での役割や責任を理解し、豊かな創造力で物質工

科の分野の、ものづくりを実践できる技術者 

 物質工学の専門分野にコンピュータを活用することができ

技術者 

 地球的視野に立ち、歴史・文化・地理・政治・経済に関す

教養を持ち、倫理を理解して技術を適用することができ

技術者 

 自分の考えを論理的な文書にまとめ、技術成果をプレゼン

ーションできると共に、基礎的な英語コミュニケーショ

能力を持った技術者 

 システムを構成する要素技術についての知識を持ち、その

識をシステムの設計・問題解決のために応用できる技術

 

[

・

[

・

的

・

ン

し

・

解

響

し

・

シ

が

・

っ

で

環境都市工学科の教育目標]のうち， 

 数学，自然科学や土木・環境技術など

の環境都市工学に関する基礎的な知識

を持ち，それを活用できる技術者 

環境都市工学科の教育目標]のうち， 

 チームの一員としての役割と責任を理解して自主的・継続

に行動できる技術者 

 設計製図や卒業研究などの環境都市工学に関する技術にコ

ピュータを活用でき，情報処理の基本技術について理解

ている技術者 

 国際社会の歴史，文化，地理，政治・経済などについて理

した上で，環境都市工学の果たす役割や自然に及ぼす影

を認識して，地域社会の発展に貢献するなど，技術者と

ての倫理と責任を自覚して行動できる技術者 

 自分の考えを論理的な文章にまとめ，成果をプレゼンテー

ョンできるとともに，基礎的な英語コミュニケーション

できる技術者 

 卒業研究や設計製図，創成科目を通じて，問題解決に向か

て総合的な知識を動員し，関連技術を組み合わせること

具体的な結果の方向を見出すことができる技術者 

[

・

・

・

[

・

で

・

で

・

・

技

・

こ

・

(

・

ー

・

る

専攻科課程の教育目標]のうち， 

 数学および物理や化学、生物などの自

然科学の基礎知識を持っている。(B-1) 

 専門分野における工業技術を理解する

ための基礎知識を持っている。(B-2) 

 実験や実習、演習を通して専門分野の

実践的な基礎技術を身につけている。

(B-3) 

専攻科課程の教育目標]のうち， 

 自ら仕事を計画して継続的に実行し、まとめ上げることが

きる。(A-1) 

 チームの一員としての役割と責任を理解して自主的に行動

きる。(A-2) 

 ものづくりのための創意工夫をすることができる。(A-3) 

 情報処理を行うためのハードウエアやソフトウエアの基礎

術について理解している。(C-1) 

 コンピュータを用いてデータの計算処理やグラフ化を行う

とができる。(C-2) 

 コンピュータを設計や製図作業に活用することができる。

C-3) 

 情報の収集、整理およびプレゼンテーションに、コンピュ

タなどの情報技術を用いることができる。(C-4) 

 国際社会の多様な歴史的背景や文化的価値観を理解でき

。(D-1) 
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・

る

2

・

の

・

る

・

る

・

る

・

解

・

・

・

シ

 科学技術が人間や社会、自然環境および未来の世代に与え

影響を理解し、技術者の役割と責任を説明できる。(D-

) 

 産業に関する地域との連携を通して、社会に貢献すること

意義を理解している。(D-3) 

 技術的課題について自分の考えをまとめ、他者と討論でき

。(E-1) 

 技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめ

ことができる。(E-2) 

 技術的成果を的確にプレゼンテーションすることができ

。(E-3) 

 国際的なコミュニケーションを行うための基礎的な英語理

力および表現力を持っている。(E-4) 

 システムを構成する要素技術についての知識を持ち、その

知識をシステムの組み上げに応用できる。(F-1) 

 問題解決のために複数の解決手法を考案し、それらを評価

してその中から最適な解決策を示すことができる。(F-2) 

複数の分野の専門技術を組み合わせて、要求性能を満たす

ステムを作り上げることができる。(F-3) 

(出典 平成 19 年４月 16 日 運営委員会 資料６)

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校の目的および本校の教育目的は，高等専門学校設立の趣旨ならびに学校教育法上の高等専門学

校の目的を踏まえて策定されている。また，学校の教育目標，準学士課程ならびに専攻科課程の教育

目標は，学校教育法上の高等専門学校の目的との対応を明確にした上で策定している。 

以上のことから，本校の目的，教育目的，ならびにそれを実現すべく設定された教育目標は，学校

教育法第７０条の２に定めにはずれるものではない。 
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観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の目的・教育目的・教育目標は，資料１－２－①－１に示すように種々の資料に掲載し，それ

らを配付し，かつ，本校のすべての構成員(非常勤講師を含む教職員ならびに準学士課程および専攻

科課程の学生)に対して，本校の教育目標が記載された携帯用カード(資料１－２－①－２)を配付す

ることにより，本校の目的等の周知を図っている。また，教員に対しては，教員会議にて目的等が知

らしめられており，また，教員会議に出席している課長補佐以上の職員から，教員会議で説明された

事項が担当部署の職員に対して説明されている。さらに，準学士課程の学生に対しては，教育システ

ム点検検討部会の主導で，学級ごとに本校の目的等の説明会が実施されており(資料１－２－①－３)，

専攻科課程の学生に対しては，年度初めのガイダンス時に説明がなされている(資料１－２－①－４)。

なお，教員の採用時には，「新任教員に対する説明会」を実施し，各種委員会の説明とともに本校の

教育目標の周知を図っており(資料１－２－①－５)，準学士課程の新入学生に対しては，入学直後に

実施される「宿泊研修」において，教務主事より本校の目的等を説明している(資料１－２－①－６)。

一方，専攻科課程の新入学生に対しては，「(受験前の)専攻科説明会」や，入学式直後の「新入学生

ガイダンス」において，専攻科長より本校の目的等を説明したりするなど，積極的に目的の周知を図

る取組を実施している(資料１－２－①－７)。 

 平成 19 年２月には，非常勤講師を含む本校教職員，準学士課程および専攻科課程の学生に対して，

目的の周知状況についてのアンケート調査を実施し，その結果より本校の構成員(非常勤講師を含む

教職員ならびに準学士課程および専攻科課程のすべての学生)に本校の目的が知らしめられているこ

とがわかる(資料１－２－①－８～１１)。 
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資料１－２－①－１ 「本校の種々の資料等一覧」 

 

成果等 

資料 配布先 

本校の 

目的 

(学則) 

教育 

目的 

学校の教

育目標 

(A～F) 

準学士課程 

(各学科の教育

目標) 

専攻科課程 

(複合型システム

工学教育プログラ

ムとして) 

学則 ――― ○ × × × × 

H17 自己点検書 全教員 × ○ ○ × ○ 

学校要覧 

（平成 18 年度版） 

全教職員 

道内大学 

地域企業 

など 

× ○ ○ × ○ 

学校案内 

全教員 

中学生 

など 

× ○ ○ × × 

準学士課程募集要項 希望者 × × × × × 

専攻科課程募集要項 希望者 × × × × ○ 

専攻科パンフレット 希望者 × × ○ × × 

各学科シラバス 
全教職員 

全学生 
× × ○ ○ ○ 

学生生活の手引き 
全教職員 

全学生 
○ × × × × 

本校 Web site ――― 

○ 

規則集 

のページ

○ ○ 
○各学科 

のページ 

○ 

JABEE のページ 

○：記載あり，×：記載なし

(出典 平成 19 年１月 19 日 機関別認証評価対応部会資料)
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資料１－２－①－２ 「すべての構成員に配布している携帯用カード」 

(表面) 

 (裏面) 

(出典 携帯用カード)
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資料１－２－①－３ 「各学級における説明会の実施状況」 
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(出典 ＪＡＢＥＥ自己点検書 資料 1-31)
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資料１－２－①－４ 「専攻科 学年開始時の履修ガイダンス(プログラム)」 
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(出典 平成 19 年度専攻科 学年開始時の履修ガイダンス(プログラム))
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資料１－２－①－５ 「新任教員に対する説明会について(開催通知)」 

＃(2)①教務委員会関係説明のなかで，本校の教育目標に関する説明がなされている 

(出典 平成 18 年度新任教員に対する説明会の開催通知)
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資料１－２－①－６ 「準学士課程の入学生に対する宿泊研修会(開催通知)」 

 
(出典 平成 18 年度「宿泊研修」プログラム)

 

-  21  - 



函館工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－①－７ 「専攻科課程への進学説明会(抜粋)および新入生用ガイダンス資料」 
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(出典 平成 19 年度専攻科課程への進学説明会および新入生用ガイダンス資料)
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資料１－２－①－８ 「教職員に対するアンケート」(抜粋) 

平成 19 年 2 月 5 日 

教職員および非常勤講師の皆様 

 

アンケート調査のお願い 
 

 

機関別認証評価対応部会 部会長 森田 

 

 

教職員，および非常勤講師の皆様におかれましては，学年末に近づき何かとお

忙しいことと思います。 

 

さて，すでにご承知の通り本校は今年度に(独)大学評価・学位授与機構から，

機関別認証評価の審査を受ける予定です。その際，本校の構成員である教職員，

非常勤講師の皆様における次の項目の認知度を調査する必要があり，今回，アン

ケート調査を実施させていただくことになりました。ご多忙のところお手数をお

かけいたしますが，よろしくご協力くださいますようお願いいたします。 

 

・ 本校の目的，教育方針，教育目標について 

・ 本校の入学者アドミッション・ポリシーについて 

・ シラバスの活用について(教員(非常勤講師を含む)のみ) 

 

アンケートの実施・回収方法 

 2 月 16 日までにご記入の上，「認証評価用メールボックス」まで提出して

ください。 

 

なお，本アンケート調査に関するご質問・ご意見等がございましたら，機関別認

証評価対応部会長(電気電子工学科 森田)もしくは，各学科から選出されている

機関別認証評価対応部会員にお気軽にお尋ね下さい。 

 

回答者：  教員   職員   非常勤講師   (該当する項目に○印を付けてください) 

I．本校の目的，教育方針，教育目標について 

I-1. 本校は，下記の目的を掲げて教育を行っています。このことを知っていますか？（該当する項目に○印を

付けて下さい，以下同様） 

 

 

 

 (1) 知っている  (2) 知らない 

 

I-2. 質問 I-1 で(1)と答えた方にお伺いします。この目的がどこに書かれているか知っていますか？知ってい

れば，どこに書いてあるか以下の項目からお選びください。（複数回答でかまいません） 

 A：シラバス  B：学校案内  C：学校要覧  D：函館高専ホームページ  E：学生生活の手引き 

F：その他（印刷物等をご記入下さい：                    ） 

 

（本校の目的） 

本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸

を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 
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I-3. 本校では，下記の教育目的のもとに学校運営を行っています。このことを知っていますか？ 

 

 

 

 (1) 知っている  (2) 知らない 

 

I-4. 質問 I-3 で(1)と答えた方にお伺いします。この「本校の教育目的」がどこに書かれているか知っていま

すか？知っていれば，どこに書いてあるか以下の項目からお選びください。（複数回答でかまいません）

 A：シラバス  B：学校案内  C：学校要覧  D：函館高専ホームページ  E：学生生活の手引き 

F：その他（印刷物等をご記入下さい：                    ） 

 

I-5. 本校では，下記の教育目標(学校の教育目標)を掲げています。このことを知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 (1) 知っている  (2) 知らない 

 

I-6. 質問 I-5 で(1)と答えた方にお伺いします。この「学校の教育目標」がどこに書かれているか知っていま

すか？知っていれば，どこに書いてあるか以下の項目からお選びください。（複数回答でかまいません）

 A：シラバス  B：学校案内  C：学校要覧  D：函館高専ホームページ  E：学生生活の手引き 

F：その他（印刷物等をご記入下さい：                    ） 

 

I-7. さらに本校では，「本科卒業時，または専攻科修了時に身につける学力や資質・能力等(学科等の教育目

標)」を，各学科もしくは専攻科毎に個別に定めています。このことを知っていますか？ 

 (1) 知っている  (2) 知らない 

 

I-8. 質問 I-7 で(1)と答えた方にお伺いします。この「学科等の教育目標」がどこに書かれているか知ってい

ますか？知っていれば，どこに書いてあるか以下の項目からお選びください。（複数回答でかまいませ

ん） 

 A：シラバス  B：学校案内  C：学校要覧  D：函館高専ホームページ  E：学生生活の手引き 

F：その他（印刷物等をご記入下さい：                    ） 

 

(出典 機関別認証評価対応部会アンケート(抜粋))

技術者に必要な実践的かつ専門的な知識および技術を有する創造的な人材を育成す

るとともに，実践的研究の水準向上に努め，道南唯一の総合的な技術系高等教育機

関として均衡ある発展を図る。 

Ａ．創造力と実行力をもった技術者 

Ｂ．専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

Ｃ．情報技術を活用できる技術者 

Ｄ．社会の歴史や文化，技術者倫理を理解して行動できる技術者 

Ｅ．多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

Ｆ．問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 
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資料１－２－①－９ 「準学士課程および専攻科課程の学生に対するアンケート」(抜粋) 

 

平成 19 年 2 月 5 日 

担任各位 

 

アンケート調査のお願い 
 

 

機関別認証評価対応部会 部会長 森田 

 

 

担任の先生におかれましては，学年末に近づき何かとお忙しいことと思いま

す。 

 

さて，すでにご承知の通り本校は本年６月に(独)大学評価・学位授与機構か

ら，機関別認証評価の審査を受ける予定です。その際，本校の構成員である学生

における次の項目の認知度を調査する必要があり，今回，学級担任の先生を通し

て，アンケート調査を実施させていただき，簡単な集計をお願いしたく，何卒ご

協力くださいますようお願いいたします。 

 

・ 本校の目的，教育方針，教育目標について 

・ 本校の成績評価等について 

 

アンケートの実施・回収・集計・提出方法(2 月 16 日までの実施をお願いいたし

ます) 

 本科の学生： 

実施・回収：担任の先生の指示のもと，アンケートの実施・回収をお願い

します。 

集計：別紙の集計用紙に人数をご記入下さい。 

提出：集計用紙および回収したアンケート用紙をクラス毎にまとめて，封

筒に入れ，2 月 16 日までに，電気電子工学科 三島 のメールボッ

クスまで提出してください。 

 

 専攻科の学生： 

実施・回収：2 月 7 日の特別研究発表会において，専攻科長の石井先生

の指示のもと，アンケートの実施・回収をお願いします。 

集計：クラス毎に別紙の集計用紙に人数をご記入下さい。 

提出：集計用紙および回収したアンケート用紙をクラス毎にまとめて，

封筒に入れ，2 月 16 日までに，電気電子工学科 三島 のメールボ

ックスまで提出してください。 

 

なお，本アンケート調査に関するご質問・ご意見等がございましたら，機関別認

証評価対応部会長(電気電子工学科 森田)もしくは，各学科から選出されている

機関別認証評価対応部会員にお気軽にお尋ね下さい。 
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I．本校の目的，教育方針，教育目標について 

I．本校の目的，教育方針，教育目標について 

I-1. 本校は，下記の目的を掲げて教育を行っています。このことを知っていますか？（該当する項目に○印を

付けて下さい，以下同様） 

 

 

 

 (1) 知っている  (2) 知らない 

 

I-2. 質問 I-1 で(1)と答えた方にお伺いします。この目的がどこに書かれているか知っていますか？知ってい

れば，どこに書いてあるか以下の項目からお選びください。（複数回答でかまいません） 

 A：シラバス  B：学校案内  C：学校要覧  D：函館高専ホームページ  E：学生生活の手引き 

F：その他（印刷物等をご記入下さい：                    ） 

 

I-3. 本校では，下記の教育目的のもとに学校運営を行っています。このことを知っていますか？ 

 

 

 

 (1) 知っている  (2) 知らない 

 

I-4. 質問 I-3 で(1)と答えた方にお伺いします。この「本校の教育目的」がどこに書かれているか知っていま

すか？知っていれば，どこに書いてあるか以下の項目からお選びください。（複数回答でかまいません）

 A：シラバス  B：学校案内  C：学校要覧  D：函館高専ホームページ  E：学生生活の手引き 

F：その他（印刷物等をご記入下さい：                    ） 

 

I-5. 本校では，下記の教育目標(学校の教育目標)を掲げています。このことを知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 (1) 知っている  (2) 知らない 

 

I-6. 質問 I-5 で(1)と答えた方にお伺いします。この「学校の教育目標」がどこに書かれているか知っていま

すか？知っていれば，どこに書いてあるか以下の項目からお選びください。（複数回答でかまいません）

 A：シラバス  B：学校案内  C：学校要覧  D：函館高専ホームページ  E：学生生活の手引き 

F：その他（印刷物等をご記入下さい：                    ） 

 

（本校の目的） 

本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸

を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

技術者に必要な実践的かつ専門的な知識および技術を有する創造的な人材を育成す

るとともに，実践的研究の水準向上に努め，道南唯一の総合的な技術系高等教育機

関として均衡ある発展を図る。 

Ａ．創造力と実行力をもった技術者 

Ｂ．専門技術に関する基礎知識を持った技術者 

Ｃ．情報技術を活用できる技術者 

Ｄ．社会の歴史や文化，技術者倫理を理解して行動できる技術者 

Ｅ．多面的なコミュニケーション能力を持った技術者 

Ｆ．問題解決のためのデザイン能力を持った技術者 
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函館工業高等専門学校 基準１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

I-7.

  

I-8.

 A：

F：

 

I-9.

 (1

 

I-10

 (1

 

 さらに本校では，「本科卒業時，または専攻科修了時に身につける学力や資質・能力等(学科等の教育目

標)」を，各学科もしくは専攻科毎に個別に定めています。このことを知っていますか？ 

(1) 知っている  (2) 知らない 

 質問 I-7 で(1)と答えた方にお伺いします。この「学科等の教育目標」がどこに書かれているか知っています

か？知っていれば，どこに書いてあるか以下の項目からお選びください。（複数回答でかまいません） 

シラバス  B：学校案内  C：学校要覧  D：函館高専ホームページ  E：学生生活の手引き 

その他（印刷物等をご記入下さい：                    ） 

 上記の学校の目的や教育目標について，入学時のガイダンスやホームルーム活動などで説明を受けたことは

ありますか？ 

) ある  (2) ない，または覚えていない 

. 上記の学校の目的や教育目標について，知らない場合には，担任や身近な先生から教えてもらえますか？

) 教えてもらえる  (2) 教えてもらえない 
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資料１－２－①－１０ 「教職員に対するアンケート結果」 

 

33.9

66.1

設問 I-1

: 知っている

: 知らない教員(78.5%)

設問 I-3

88.7

11.3

設問 I-5

1.6

98.4

設問 I-7

93.5

6.5

項目Ｉ：本校の目的・教育目的・教育目標

66.7

33.3

設問 I-1

職員(75.0%)

設問 I-3

16.7

83.3

設問 I-5

94.4

5.6

設問 I-7

14.3

85.7

33.3

66.7

設問 I-1

非常勤講師(26.1%)

設問 I-3

66.7

33.3

設問 I-5

16.7

83.3

設問 I-7

66.7

33.3

33.7

66.3

設問 I-1

教職員合計(69.3%)

設問 I-3

14.4

85.6

設問 I-5

96.2

3.8

設問 I-7

10.7

89.3

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

 

(出典 機関別認証評価対応部会アンケート結果)

 

-  29  - 



函館工業高等専門学校 基準１ 

資料１－２－①－１１ 「準学士課程および専攻科課程の学生に対するアンケート結果」 

設問 I-1

第１学年(92.5%)

設問 I-3 設問 I-5 設問 I-7 設問 I-9 設問 I-10

設問 I-1

第２学年(94.7%)

設問 I-3 設問 I-5 設問 I-7 設問 I-9 設問 I-10

設問 I-1

第３学年(93.8%)

設問 I-3 設問 I-5 設問 I-7 設問 I-9 設問 I-10

設問 I-1

第４学年(96.7%)

設問 I-3 設問 I-5 設問 I-7 設問 I-9 設問 I-10

設問 I-1

第５学年(92.5%)

設問 I-3 設問 I-5 設問 I-7 設問 I-9 設問 I-10

設問 I-1

本科合計(94.1%)

設問 I-3 設問 I-5 設問 I-7 設問 I-9 設問 I-10

51.948.1

48.0 52.0

47.752.3

48.1 51.9

34.7

65.3

51.9 48.1

項目Ｉ：本校の目的・教育目的・教育目標等

24.8

75.2

77.4

22.6

23.8

76.2

75.9

24.1

28.5

71.5

75.3

24.7

71.6

28.4

18.9

81.1

80.7

19.3

30.6

69.4

77.5

22.5

24.1

75.9

85.7

14.3

27.0

73.0

72.6

27.4

29.8

70.2

73.6

26.4

24.9

75.1

81.0

19.0

17.9

82.1

88.9

11.1

23.8

76.2

85.5

14.5

17.4

82.6

22.3

77.7

84.7

15.3

12.2

87.8

77.7

22.3

15.0

85.0

82.4

17.6

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない
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77.4

22.6

設問 I-1

専攻科１年(96.9%)

設問 I-3

16.1

83.9

設問 I-5

9.7

90.3

設問 I-7

32.3

67.7

設問 I-9

22.6

77.4

設問 I-10

90.0

10.0

27.8

72.2

33.3

66.7
94.4

5.6

61.1

38.9

61.1

38.9

設問 I-1

専攻科２年(81.8%)

設問 I-3 設問 I-5 設問 I-7 設問 I-9 設問 I-10

16.7

83.3

75.5

24.5

設問 I-1

専攻科合計(90.7%)

設問 I-3

34.7

65.3

設問 I-5

8.2

91.8

設問 I-7

34.7

65.3

設問 I-9

28.6

71.4

設問 I-10

87.5

12.5

17.9

82.1

設問 I-1

学生合計(93.4%)

設問 I-3

81.8

18.2

設問 I-5

75.9

24.1

設問 I-7

75.4

24.6

設問 I-9

49.250.8

設問 I-10

24.1

75.9

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

: 知っている

: 知らない

項目Ｉ：本校の目的・教育目的・教育目標等

 

(出典 機関別認証評価対応部会アンケート)

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校の目的等を掲載した学校要覧やシラバスを教職員ならびに準学士課程および専攻科課程の学生

に配付することにより目的の周知を図る取組がなされているほか，新任教員に対しては赴任時の説明

会を実施していたり，本校のすべての構成員に対して携帯用カードを配付するなど，また，準学士課

程や専攻科課程の新入学生に対して目的を説明する機会を設けるなど，学校の目的を周知するための

取組は十分になされている。また，目的の周知状況を把握するためのアンケート調査において，一部

の設問で「知らない」と答えた教職員や準学士課程および専攻科課程の学生がいるものの，おおむね

知っていると分析できる。 

 以上のことから，本校では，目的が，学校の構成員におおむね周知されている。 

 

-  31  - 



函館工業高等専門学校 基準１ 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校の目的等を本校のホームページに掲載したり，近隣地域の中学生を対象とした「学校説明会」

や，本校で開催される「一日体験学習会」や「学校見学会」，ならびに個別に学校を訪問する中学生

に対して，「学校要覧」や「学校案内」を配布するとともに，学校の目的等の説明を行っている。さ

らに，卒業生，修了生の主たる就職・進学先である関連企業や道内各大学，行政機関等にも「学校要

覧」や「学校案内」等を配布している(資料１－２－②－１～３)。 
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資料１－２－②－１ 「本校ホームページ」 

(トップページ) http://www.hakodate-ct.ac.jp/ 

 

(本校の教育目標等) http://www.hakodate-ct.ac.jp/admpolicy/index.html 
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函館工業高等専門学校 基準１ 

 

 

(準学士課程の教育目標：機械工学科の例)  

http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-m/target/m_target.html 
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(専攻科課程の教育目標)  

http://www.hakodate-ct.ac.jp/~w-senkou/senkouka/adv/adv_05.htm 

 

 (出典 本校ウェブページ )

 

資料１－２－②－２ 「学校要覧」配布先一覧 

平成 18 年度「学校要覧」(1,200 部作成) 

配布先 配布部数 担当 本校 部署 

全国各高 ６５ 総務係 専 

北海道内 １０ 総務係 ・函館市内主要大学 

豊橋・長 ２ 総務係 岡科学技術大学 

文部科学 ２ 総務係 省 

国立高等 １ 総務係 専門学校機構 

文教ニュ １ 総務係 ース社 

官庁通信 １ 総務係 社 

函館市(広 １ 総務係 報課) 

函館市内 ４ 総務係 新聞社 

名誉教授 ３７ 総務係  

特別功績 ３ 総務係 教員 

本校の全 １３０  教職員 総務係

道内国立 １３０ 当高専合同入試説明会 入試担  

市内近隣 １５０ 当中学校からの PTA 訪問 入試担  

来客訪問 ２００ ・時 総務係 入試担当 

就職先・ ２００  近隣企業 学生係

その他・ ２６３予備  

(出典 総務係・学生係・入試担当資料)
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資料１－２－②－３ 「学校案内 2006」配布先一覧 

平成 18 年度「学校案内 2006」(4,000 部作成) 

配布先 配布部数 担当 本校 部署 

近隣中学

  函館

  道南

  その

１，６０ 当

校に配布 

市内：３１校 

地区：３７校 

他(札幌・青森等)：１７３校 

０ 入試担  

市内学習 １００ 当塾(84 校)に配布 入試担  

全教職員 １３０ 当に配布 入試担  

学校説明 ３５０ 当会で配布 入試担  

函館市・ ７０ 入試担当青森市中学校校長会に配布  

一日体験 ３００ 当学習会で配布 入試担  

道内国立 １３０ 当高専合同入試説明会で配布 入試担  

入試懇談 ６００ 当会で配布 入試担  

学校見学 ３００ 当会で配布 入試担  

市内近隣 １５０ 当中学校からの PTA 訪問時に配布 入試担  

来客訪問 １００ 当時 入試担  

その他・ １７０ 当予備 入試担  

(出典 学生課入試担当資料)

 

（分析結果とその根拠理由）  

 本校のホームページに本校の目的のすべての項目を掲載し，積極的に公表している。すべての項目

が掲載された印刷物(リーフレット等)は存在しないものの，主要な項目が掲載されている「学校要

覧」や「学校案内」等の資料を「学校見学会」や「学校説明会」等で積極的に配布ならびに説明して

いる。また，主たる就職・進学先等にも配布している。また，平成19年度には，「学校要覧」にすべ

ての項目を記載している。 

 以上のことから，本校の目的は，社会に対して広く公表されている。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校の教育目標を記載した携帯カードをすべての構成員（学生，教職員，非常勤講師）に配付し，

さらにすべてのクラスに対して，学校の目的等の説明会を実施している点などにおいて，目的の周知

に学校全体で積極的に取り組んでいる。 

 

（改善を要する点）  

アンケート結果によると，本校の教育目標はおおむね学生に周知されているが，本校の目的や準学

士課程を卒業するときに身に付ける学科ごとの教育目標について学生の周知の状況が低くなっており，

改善すべきである。また，本校の目的等のすべての項目をシラバスや学校要覧などの刊行物にわかり

やすく掲載するなどして，学校構成員ならびに社会に対してさらなる周知を図る取組を実施すること

が必要である。なお，平成19年度「学校要覧」には，本校の目的等のすべての項目が記載されている。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

 本校では，創立時に学校の使命(学則第１章第１条：本校の目的)を定め，それを現在に至るまで貫

いてきている。三つの校訓を掲げ，学校教育法の精神に則った教育目的を設定し，それを実現するた

めの学校の教育目標，さらには課程ごとに卒業もしくは修了時に身に付ける学力や資質・能力を準学

士課程の専門学科および専攻科課程ごとに定めることにより，学生が本校において学習する際の具体

的な指針を示している。 

 本校の目的ならびに教育目的は，高等専門学校創設の趣旨および学校教育法上の高等専門学校の目

的を踏まえて策定されたものであり，課程ごとの教育目標は学校教育法の規定からはずれるものでは

ない。 

 教職員(非常勤講師を含む)ならびに準学士課程および専攻科課程の学生に対しても，教育目標が記

載された携帯カードを配付するなど，十分な目的等を周知する取組がなされており，アンケート結果

からも，目的等が学校の構成員におおむね周知されていることが分かる。 

 また，本校ホームページや種々の刊行物に本校の目的を掲載しているのをはじめ，学校説明会，一

日体験学習会や学校見学会等で目的等を積極的に説明したり，就職進学先の主たる企業・大学等にも

刊行物を配付したりするなど，社会に対して広く公表されている。 
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